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研究要旨 

【背景】我が国においては核家族化が進み、頼れる身内が近隣にいない共働き家庭が増加している。

このような社会状況下において、子育て世代が仕事を継続していくために、病児・病後児保育はニ

ーズの高い保育サービスの一つとなっている。需要が高まり多様化している病児・病後児保育の質

の確保は喫緊の課題である。また、保育所における看護師の配置は約 30%にとどまっており、保

育保健の充実が求められている。 

【目的】本研究は、全国の病児・病後児保育の実態把握を行ったうえで実践的標準化マニュアルを

作成し、病児・病後児保育と保育保健の質向上および社会的理解の普及に寄与することを目的とす

る。 

【方法】平成 25 年度に実施した全国病児・病後児保育施設調査（以下、全国調査）をもとに、①

病児・病後児保育施設に従事する保育士・看護師を対象とした地域研修のあり方と研修内容につい

て検討し、②病児・病後児保育施設が地域の様々な機関と連携している先進地域を対象としてヒア

リング調査を実施した。③保育所入所児童の発熱時等における保護者支援ツールについて検討を行

った。④保育所における体調不良児に対する看護職の関わりを明らかにするために、看護職配置保

育所を対象として調査研究を行った。⑤保育所利用者の病児・病後児保育の登録・利用状況及びそ

の要因を明らかにするために、看護職配置保育所の利用者を対象として調査研究を行った。⑥看護

職配置保育所における慢性疾患をもつ子どもへの対応を明らかにするために、看護職配置保育所を

利用する慢性疾患をもつ子どもの母親を対象として調査研究を行った。 

【結果】①病児・病後児保育で必要とされている研修内容は「子どもの健康管理と緊急対応」が最

も多く 79.6%におよんだ。全国病児保育協議会加盟率は病児対応型の 55%に対し病後児対応型は

18%のみ、また、病児対応型の 45%、病後児対応型の 51%が医療機関との連携が不十分と回答し

たことを踏まえ、地域研修については基本的な基礎研修とし、各地域の医療職を含む人材で実施で

きる内容とした。②ヒアリング調査の結果をもとにして、具体的実施方法、期待される効果及び実

施例を含め「病児・病後児保育における地域連携のあり方」として取りまとめた。③保護者支援ツ

ール「はたらくパパ・ママ 知ってる? 病児・病後児保育 ～子どもの病気 あわてないガイド～」

を作成し、病児・病後児保育施設、保育所および診療所等を介して保護者への普及を図った。④保

育士定数外で看護職が配置されている保育所では、その他の形態で看護職が配置されている保育所

に比べて、体調不良となった子どもの療養場所を整えることや、保護者への対応が適切に行われ 



ていた。⑤利用者が資源として病児・病後児保育を活用できるよう情報提供を行うと共に、利用し

やすい体制を整えていく必要性が示唆された。⑥看護職配置保育所において、多くの対応について、

8 割から 9 割の母親は満足と感じていた。看護職がその専門性を発揮し、慢性疾患をもつ子どもへ

の対応の充実が図られていることが考えられた。 

【結語】保育保健体制の充実のうえで、ニーズに応じた看護休暇と病児・病後児保育の双方の充実

が必要とされている。全国調査の結果から、各地域で病児・病後児保育に従事する人材の育成とし

ての研修、および病児・病後児保育施設と地域の医療機関や保育所等との連携の充実が必要とされ

ていることが示された。各地域において、病児・病後児保育従事者の基礎研修が可能となる「病児・

病後児保育における保育士・看護師等のためのハンドブック」を作成した。今後、全国で基礎研修

が実施されることにより病児・病後児保育が充実し、地域の人材による研修実施の機会により顔の

見える連携構築が期待される。 
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【参考資料】京都府少子化要因実態調査中間報告（平成 27 年 2 月、対象：20～44 歳、N=2,401） 

京都府民調査（平成 26 年 10 月実施）おいても、病児・病後児保育は、「子どもを遊ばせる場

所や機会の提供」、「一時預かり」に次いで、充実が要望される子育て支援策であった（全集計数

2,401 のうち 39.3%が要望）8)。京都府内は京都市を中心とする都心部から日本海に面した人口の

少ない地域まで、地域や子育ての状況は様々であるが、都心部のみでなく北部を含むいずれの地

域においても、病児・病後児保育は子育て支援として上位にその充実が要望されている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性

男性

相楽東部

山城北

南丹

乙訓

学研都市

女性 京都市

丹後

中丹

学研都市

相楽東部

山城北

中丹

南丹

乙訓

丹後

全　　体

男性 京都市

子育て支援サービス充実の希望（地域別）
n

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

(230)

(689)

(374)

(429)

(447)

(1,478)

(458)

(374)

(278)

(156)

(477)

(266)

(252)

(259)

(368)

(2,401)

(905)

子育て支援サービス充実の希望（地域別）
１　位

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(59.2)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(56.5)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(48.8)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(52.1)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

子育て支援に関する
情報提供

(53.2)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(59.1)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(56.8)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

育児の不安や悩み
の相談窓口

(50.7)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

育児の不安や悩み
の相談窓口

(58.6)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(61.1)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(52.1)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(62.4)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(51.4)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(64.4)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(60.0)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(55.6)

子どもを遊ばせる場
や機会の提供

一時預かりの実施

(61.0)

子育て支援サービス充実の希望（地域別）
２　位

一時預かりの実施

(52.5)

一時預かりの実施

(47.0)

一時預かりの実施

(38.6)

一時預かりの実施

(44.3)

子育て支援に関する
情報提供

(38.3)

一時預かりの実施

(40.1)

一時預かりの実施

(46.5)

育児の不安や悩み
の相談窓口

(42.2)

育児の不安や悩み
の相談窓口

(37.0)

一時預かりの実施

(56.0)

一時預かりの実施

(44.2)

一時預かりの実施

(49.8)

一時預かりの実施

(46.1)

一時預かりの実施

(55.1)

一時預かりの実施

(53.2)

一時預かりの実施

(49.7)

一時預かりの実施

(51.5)

 

子育て支援サービス充実の希望（地域別）
３　位

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(39.3)

子育て支援に関する
情報提供

(36.0)

子育て支援に関する
情報提供

(38.1)

子育て支援に関する
情報提供

(41.1)

育児の不安や悩み
の相談窓口

(36.3)

子育て支援に関する
情報提供

(37.1)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(36.1)

一時預かりの実施

(40.0)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(34.3)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(44.5)

子育て支援に関する
情報提供

(40.7)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(37.5)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(39.1)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(43.1)

子育て支援に関する
情報提供

(38.7)

育児の不安や悩み
の相談窓口

(40.2)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

(44.0)

子育て支援サービス充実の希望（地域別） 
４　位

病児保育・病後児保 子育て支援に関する
情報提供

(36.8)

子育て支援に関する 育児の不安や悩み
の相談窓口

(34.6)

子育て支援に関する 育児の不安や悩み
の相談窓口

(37.1)

子育て支援に関する 育児の不安や悩み
の相談窓口

(39.8)

一時預かりの実施

(35.5)

子育て支援に関する 育児の不安や悩み
の相談窓口

(33.6)

病児保育・病後児保 育児の不安や悩み
の相談窓口

(34.7)

子育て支援に関する
情報提供

(30.4)

病児保育・病後児保 子育て支援に関する
情報提供

(33.9)

病児保育・病後児保 子育て支援に関する
情報提供

(37.3)

子育て支援に関する 育児の不安や悩み
の相談窓口

(36.2)

病児保育・病後児保 親のリフレッシュの
場や機会の提供

(35.7)

病児保育・病後児保 育児の不安や悩み
の相談窓口

(37.4)

病児保育・病後児保 育児の不安や悩み
の相談窓口

(38.7)

子育て支援に関する 病児保育・病後児保
育サービスの実施

(37.8)

子育て支援に関する
情報提供

(37.0)

病児保育・病後児保 育児の不安や悩み
の相談窓口

(42.9)

 

５　位
子育て支援に関する 育児の不安や悩み

の相談窓口
(34.6)

育児の不安や悩み 病児保育・病後児保
育サービスの実施

(30.9)

育児の不安や悩み 病児保育・病後児保
育サービスの実施

(28.9)

育児の不安や悩み 親のリフレッシュの
場や機会の提供

(30.1)

一時預かりの実施
病児保育・病後児保
育サービスの実施

(30.3)

育児の不安や悩み 親のリフレッシュの
場や機会の提供

(27.1)

育児の不安や悩み 子育て支援に関する
情報提供

(33.4)

子育て支援に関する 病児保育・病後児保
育サービスの実施

(25.6)

子育て支援に関する
一時預かりの実施

(32.3)

子育て支援に関する 育児の不安や悩み
の相談窓口

(34.7)

育児の不安や悩み 病児保育・病後児保
育サービスの実施

(33.8)

親のリフレッシュの 子育て支援に関する
情報提供

(35.7)

育児の不安や悩み 子育て支援に関する
情報提供

(32.9)

育児の不安や悩み 子育て支援に関する
情報提供

(38.0)

病児保育・病後児保
育サービスの実施

育児の不安や悩み
の相談窓口

(33.5)

子育て支援に関する 病児保育・病後児保
育サービスの実施

(36.3)

育児の不安や悩み 子育て支援に関する
情報提供

(40.0)

 

(%)

育児の不安や悩み

病児保育・病後児保
育サービスの実施

病児保育・病後児保
育サービスの実施

親のリフレッシュの
場や機会の提供

病児保育・病後児保
育サービスの実施

親のリフレッシュの
場や機会の提供

子育て支援に関する

病児保育・病後児保
育サービスの実施

一時預かりの実施

育児の不安や悩み

病児保育・病後児保
育サービスの実施

子育て支援に関する

子育て支援に関する

子育て支援に関する

育児の不安や悩み

病児保育・病後児保
育サービスの実施

子育て支援に関する


